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こ
れ
は
、
貫
心
流
師
範
細
家
文
書
の
一
点
、「
讃
州
象
頭
山
絵

馬
縮
図
」（
部
分
）
と
い
い
、
広
島
で
貫
心
流
剣
術
と
司
箭
流
長

刀
の
修
行
を
終
え
た
細
六
郎
義
知
（
〜
一
八
二
三

、
号
は
宗
閑
）
と

そ
の
子
友
吉
義
為
（
一
七
八
一

〜
一
八
五
四

、
号
は
呑
空
）
が
、
故
郷
の

讃
岐
金
刀
比
羅
宮
へ
奉
納
し
た
額
の
縮
小
版
（
竪
三
一
五
×
横
一

二
五
八
×
幅
三
二
㎜
）
で
す
。

貫
心
流
剣
術
・
司
箭
流
長
刀
は
広
島
藩
で
長
年
に
わ
た
っ
て
伝

え
ら
れ
て
き
た
武
術
で
す
。
阿
波
細
川
家
末
裔
の
細
六
郎
義
知
は

修
行
の
た
め
に
諸
国
を
め
ぐ
っ
た
後
、
広
島
藩
士
築
山
嘉
平
通
欽

か
ら
貫
心
流
長
刀
・
撃
剣
を
伝
授
さ
れ
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四

〜

一
八
一
八

）
に
広
島
城
下
で
道
場
を
開
き
ま
し
た
。
宗
閑
の
名
声
は

と
み
に
高
ま
り
、
広
島
藩
に
仕
官
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
細
宗
閑
親
子
の
た
め
に
、
頼
山
陽
（
一
七
八
〇

〜
一
八
二
三

）
が

文
字
を
書
い
て
い
ま
す
。『
頼
山
陽
全
書
』（
全
伝
上
）
に
よ
れ
ば
、

文
化
六
年
（
一
八
〇
九

）
三
月
五
日
、「
貫
心
流
剣
術
」
の
記
念
碑

（
尾
道
浄
土
寺
の
門
前
に
建
設
）
に
題
字
を
書
し
た
と
あ
り
ま
す
。

写
真
の
左
端
に
は
「
文
化
癸
酉
二
月
同
門
弟
頼
餘
一
写
」
と
あ

り
ま
す
か
ら
、
四
年
後
に
山
陽
の
長
男
餘
一
（
聿
庵
、
一
八
〇
一

〜

一
八
五
六

）
が
さ
ら
に
こ
れ
を
写
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

宗
閑
の
貫
心
流
の
師
、
築
山
嘉
平
は
頼
家
と
懇
意
で
、
頼
山
陽

は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八

）、
数
え
年
九
歳
で
築
山
嘉
平
へ
入
門
し

て
以
来
師
弟
の
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇

）、

山
陽
が
脱
藩
し
て
連
れ
戻
さ
れ
、
座
敷
牢
（
広
島
市
中
区
袋
町
）

に
幽
閉
さ
れ
た
時
、
そ
の
赦
免
の
た
め
に
奔
走
し
た
の
は
師
嘉
平

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
嘉
平
が
門
人
の
細
宗
閑
親
子

の
た
め
、
題
書
を
同
門
に
あ
た
る
山
陽
に
依
頼
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

（
西
村
　
晃
）

讃
岐
金
刀
比
羅
宮
へ
奉
納
さ
れ
た

貫
心
流
細
宗
閑
の
絵
馬

か
ん
し
ん

し
せ
ん
り
ゆ
う
な
ぎ
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県
立
文
書
館
主
催
の
行
政
文
書
古
文
書
保
存

管
理
講
習
会
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
日
に
、
県

情
報
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
県
内
市
町
村
か
ら

約
一
二
〇
名
が
参
加
し
た
。

午
前
中
は
、
松
本
市
文
書
館
長
の
小
松
芳
郎

氏
に
「
市
町
村
史
編
纂
と
歴
史
資
料
の
整
理
保

存
」
と
題
す
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

松
本
市
は
、
市
史
編
纂
事
業
が
完
了
し
た
あ

と
文
書
館
の
設
立
へ
と
進
ん
だ
自
治
体
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
い
く
つ
か
の
先
例

が
あ
る
が
、松
本
市
の
特
筆
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、

市
史
編
纂
事
業
の
基
本
方
針
の
中
に
、「
収
集

さ
れ
た
史
資
料
は
、
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う

保
存
管
理
し
、
将
来
の
市
民
の
た
め
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。」
と
明
記

さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
自
治
体
史
を
編
纂
す

れ
ば
そ
れ
で
事
業
は
終
わ
り
と
し
、
史
料
は
収

集
し
っ
放
し
と
い
う
安
直
な
（
し
か
し
あ
り
が

ち
な
）
や
り
方
と
は
正
反
対
の
態
度
で
あ
る
。

ま
た
、
松
本
市
史
で
は
、
住
民
の
た
め
の
市

史
編
纂
事
業
と
い
う
性
格
付
け
が
明
確
で
あ
り
、

完
成
品
で
あ
る
市
史
本
編
だ
け
で
な
く
、「
松

本
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
や
各
種
報
告
書
等
を

多
く
発
行
し
て
い
る
。
特
に
「
松
本
市
史
編
さ

ん
だ
よ
り
」
は
九
年
間
に
亘
っ
て
発
行
さ
れ
続

け
、そ
の
号
数
は
二
〇
〇
号
を
越
え
た
と
い
う
。

編
纂
事
業
の
安
易
な
延
長
を
せ
ず
、
限
ら
れ

た
時
間
と
費
用
の
中
で
住
民
に
開
か
れ
た
編
纂

業
務
を
行
い
、
収
集
し
た
史
資
料
の
活
用
ま
で

見
通
し
た
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
の
は
、
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
い
。
小
松
氏
を
は
じ
め
と
す
る

優
れ
た
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
市

史
編
纂
事
業
に
携
わ
っ
た
職
員
た
ち
の
見
識
と

志
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

午
後
は
行
政
文
書
分
科
会
と
古
文
書
分
科
会

に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

〔
行
政
文
書
分
科
会
〕

因
島
市
に
お
け
る
文
書
管
理
改
善
の
と
り
く
み
　

因
島
市
総
務
課
　
松
浦
　
勉

県
内
市
町
村
に
お
け
る
文
書
管
理
の

現
状
と
課
題
　

県
立
文
書
館
　
数
野
文
明

〔
古
文
書
分
科
会
〕

倉
敷
市
に
お
け
る
史
料
の
保
存
と
整
理

倉
敷
市
史
編
纂
室
　
山
本
太
郎

呉
市
入
船
山
記
念
館
に
お
け
る

史
料
の
保
存
と
整
理

呉
市
入
船
山
記
念
館
　
宮
原
千
香
子

県
立
文
書
館
で
は
、
歴
史
的
行
政
文
書
・
古

文
書
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た
め
、
市
町
村
の

連
絡
協
議
会
の
結
成
を
よ
び
か
け
て
い
る
（
仮

称：

広
島
県
市
町
村
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡

協
議
会
、
六
月
二
十
九
日
準
備
会
開
催
）。
そ

の
趣
旨
説
明
の
た
め
、
文
書
館
職
員
が
手
分
け

し
て
市
町
村
を
訪
問
し
て
い
る
。
昨
年
度
二
二

市
町
村
を
訪
問
し
た
が
、
今
年
度
は
そ
れ
以
外

の
町
村
を
で
き
る
か
ぎ
り
訪
問
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。六
月
末
ま
で
に
四
五
町
村
を
回
っ
た
。

特
徴
的
な
動
向
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

市
町
村
合
併
の
動
き
が
顕
著
な
町
村
で
は
、

文
書
管
理
の
改
善
を
合
併
と
関
連
さ
せ
て
検
討

し
て
い
る
。
江
能
四
町
は
、
文
書
管
理
の
改
善

に
つ
い
て
総
務
課
長
会
議
で
協
議
し
て
い
る

が
、
実
施
に
つ
い
て
は
合
併
後
の
課
題
と
し
て

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
崎
上
島
の
三
町

で
は
、
い
ず
れ
も
情
報
公
開
の
実
施
に
踏
み
切

る
こ
と
か
ら
、
文
書
管
理
改
善
も
待
っ
た
な
し

と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
際
、

合
併
を
視
野
に
入
れ
て
、
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
と
な
る
よ
う
調
整
し
、
同
一
の
業
者
に
委
託

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
高
田
郡
六
町
で
は
、

安
芸
郡
府
中
町
の
文
書
分
類
を
参
考
に
、
甲
田

町
が
新
た
な
文
書
分
類
表
を
作
成
し
、
他
の
五

町
も
こ
れ
を
標
準
に
足
並
み
を
揃
え
て
文
書
管

理
の
改
善
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

文
書
管
理
改
善
の
た
め
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
者
に
委
託
す
る
町
村
と
自
力
で
取
り
組
む

講演する小松芳郎氏

町
村
が
あ
る
。
業
者
委
託
と
い
っ
て
も
、
全
て

を
業
者
が
請
け
負
う
と
い
う
方
式
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
。
通
常
は
、
計
画
立
案
か
ら

新
シ
ス
テ
ム
稼
働
ま
で
の
全
過
程
で
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
随
時
来
庁
し
指
導
す
る
。
総
務
課
の

担
当
職
員
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
コ
ン
ビ
で
全

職
員
を
巻
き
込
ん
で
新
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ

て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
と
り

あ
え
ず
、
職
員
研
修
の
み
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
依
頼
し
て
い
る
町
村
も
あ
っ
た
（
音
戸
町
・

湯
来
町
）。
甲
田
町
や
佐
伯
町
な
ど
自
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
町
村
は
、
県
内
で
も
先
進
的
と

思
わ
れ
る
市
町
村
の
例
を
参
考
に
し
て
い
る
。

役
場
の
Ｉ
Ｔ
革
命
も
進
行
中
で
あ
る
。
佐
伯

町
で
は
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
パ
ソ
コ
ン
一

人
一
台
体
制
を
実
現
し
た
。
た
だ
し
、
電
子
決

裁
の
計
画
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
坂
町
で
は
、

国
庫
補
助
の
Ｗ
Ａ
Ｎ
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

学
校
、
保
育
所
、
公
民
館
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と 文書管理改善のため増設した書庫（木江町）

ぶ
ん
し
よ
か
ん

行
政
文
書
古
文
書
�

　
　
　
保
存
管
理
講
習
会
開
催
�

町
村
に
お
け
る
�

　
　
文
書
管
理
と
古
文
書
保
存
�
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Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
で
結
び
、
高
速
通
信
を
実
現
さ
せ
る

計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
九
月
ま
で
に
庁
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
整
備
し
、
電
子
文
書
化
を
進
め
る
予
定
と

い
う
。

訪
問
し
た
町
村
の
う
ち
、
水
災
や
火
災
で
役

場
文
書
を
失
っ
た
事
例
を
聞
き
、
文
書
の
防
災

対
策
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
向
原
町
は
、
四

七
年
豪
雨
で
書
庫
が
水
に
浸
か
り
、
文
書
が
ほ

と
ん
ど
全
滅
し
た
。
湯
来
町
で
は
、
合
併
前
の

水
内
村
の
役
場
文
書
を
昭
和
二
十
六
年
の
ル
ー

ス
台
風
に
よ
る
水
損
で
失
っ
て
い
る
。
沼
隈
町

で
は
、
昭
和
五
十
一
年
の
役
場
火
災
で
か
な
り

の
文
書
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
下
蒲
刈
町
で

は
、
昭
和
三
十
七
年
に
新
庁
舎
が
で
き
た
が
、

そ
の
直
前
に
旧
庁
舎
が
焼
失
し
、
役
場
文
書
の

ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
た
。
旧
庁
舎
は
蒲
刈
本
陣

と
し
て
、
江
戸
期
に
は
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
に

使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
通
信
使
関
係
の
古
文
書

も
多
数
残
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、

町
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
遺
産
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
と
悔
や
ん
で
い
る
。

昭
和
四
十
年
代
前
半
に
県
史
編
さ
ん
室
が
古

文
書
の
所
在
調
査
を
行
っ
た
が
、
合
併
前
の
役

場
文
書
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
情

報
を
も
と
に
、
訪
問
し
た
町
村
で
旧
町
村
役
場

文
書
の
所
在
を
確
認
し
て
み
た
が
、
役
場
文
書

が
保
管
さ
れ
て
い
た
建
物
（
支
所
・
公
民
館
・

農
協
な
ど
）
が
建
て
替
わ
っ
た
り
取
り
壊
さ
れ

た
り
し
て
、
現
在
で
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
湯
来
町

で
は
、
旧
村
（
砂
谷
村
・
上
水
内
村
）
の
役
場

文
書
を
町
史
編
纂
で
活
用
し
、
目
録
も
整
備
し

て
教
委
の
資
料
室
で
保
管
し
て
い
る
。
な
お
、

同
町
で
は
図
書
館
機
能
を
も
果
た
す
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
予
定
で
、
そ
こ
に
歴
史

的
行
政
文
書
や
古
文
書
な
ど
を
収
蔵
す
る
計
画

と
い
う
。

古
文
書
の
保
存
・
管
理
に
つ
い
て
は
、
町
村

に
よ
り
取
り
組
み
の
差
が
大
き
い
が
、
資
料
館

等
を
設
置
し
て
い
な
い
町
村
で
も
、
役
場
で
保

管
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
当
主
の
死
去
や

家
屋
の
解
体
で
古
文
書
が
危
機
に
瀕
す
る
場
合

が
あ
る
が
、
町
村
で
古
文
書
の
所
在
を
把
握
し

て
い
る
場
合
は
、
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
現
に
い
く
つ
か
の
町
村
で
そ
う

し
た
事
例
を
耳
に
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
古

文
書
の
所
在
調
査
は
重
要
で
あ
る
。
美
土
里
町

で
は
文
化
財
保
護
委
員
に
よ
る
所
在
調
査
を
行

い
た
い
と
い
う
が
、
文
書
館
と
し
て
も
可
能
な

か
ぎ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。

古
文
書
を
保
管
し
て
い
る
町
村
で
も
、
整

理
・
目
録
作
成
ま
で
手
が
ま
わ
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
受
入
記
録

（
何
年
何
月
何
日
何
家
よ
り
寄
贈
な
ど
、
受
入

時
の
情
報
を
記
録
し
た
も
の
）
だ
け
は
き
ち
ん

と
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
保
管
状
態
を
見
て
、

ど
こ
の
家
の
文
書
か
不
明
で
あ
っ
た
り
、
○
家

の
文
書
と
△
家
の
文
書
が
ご
っ
ち
ゃ
に
保
管
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
。
古
文
書
取
扱
い
の
初
歩
、
基
本
を

担
当
職
員
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
研
修
や

啓
発
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

（
安
藤
福
平
）

坂町の書庫と保存文書簿冊目録　コンピュータ化の
前提となる、目録による文書管理が行き届いている。

湯来町の旧村役場文書

安芸津町郷土資料室倉庫で保管されている古文書

【平成13年度収蔵文書展】

広島戦後の記録
1945－1970

期　間 10月22日b

～12月27日e

場　所 文書館特別展示室

入場無料
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三
月
二
十
四
日
の
芸
予
地
震
は
呉
市
を
中
心

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
現
在
も
大
雨

に
よ
る
急
傾
斜
地
の
二
次
災
害
が
心
配
さ
れ
る
。

文
書
館
は
震
災
直
後
か
ら
、
市
町
村
教
育
委

員
会
の
文
化
財
担
当
者
、
及
び
文
書
館
が
組
織

す
る
文
書
調
査
員
（
一
八
名
）
を
通
じ
て
、
被

災
状
況
の
把
握
に
努
め
た
。
文
化
財
被
害
は
あ

る
も
の
の
、
家
屋
倒
壊
等
に
よ
る
史
資
料
の
被

害
報
告
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。そ
の
な
か
で
、

呉
市
入
船
山
記
念
館
宮
原
千
香
子
氏
か
ら
、

「
澤
原
家
三
ツ
蔵
（
上
蔵
、
中
蔵
、
下
蔵
の
三

つ
の
蔵
が
並
び
立
つ
蔵
群
の
通
称
）
が
一
部
損

壊
し
た
」
と
い
う
被
害
報
告
が
入
っ
た
（
三
月

二
十
五
日
）。
三
ツ
蔵
に
つ
い
て
は
「
文
書
館

だ
よ
り
」
一
七
号
に
、
所
蔵
す
る
新
聞
資
料
を

紹
介
し
、
蔵
自
体
の
長
期
的
な
保
存
修
復
計
画

の
必
要
性
を
提
言
し
た
。
直
後
に
、
予
期
せ
ぬ

災
害
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
駆
け
つ
け
て
み

る
と
、
壁
が
崩
落
し
、
瓦
が
一
部
ず
れ
落
ち
、

蔵
内
で
は
モ
ノ
や
資
料
が
散
乱
し
て
い
た
（
写

真
①
②
⑥
参
照
）。

そ
の
後
、
所
蔵
者
澤
原
照
子
氏
の
意
向
を
も

と
に
対
策
が
協
議
さ
れ
、
三
ツ
蔵
内
の
資
料
に

つ
い
て
は
早
急
に
現
状
の
記
録
調
査
を
行
い
、

被
害
の
少
な
か
っ
た
本
蔵
（
新
蔵
）
等
へ
移
動

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
倒
壊
、
雨
漏
り
の
危

険
が
あ
る
三
ツ
蔵
は
、
余
震
や
近
隣
家
屋
へ
の

危
険
等
を
配
慮
し
て
、
取
り
壊
し
が
い
っ
た
ん

考
え
ら
れ
た
。
存
続
期
限
は
四
月
末
と
さ
れ
、

現
状
記
録
と
移
動
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、「
倒
壊
の
恐
れ
が
少
な
い
」
こ
と
が
次

第
に
明
ら
か
と
な
り
、
現
在
は
存
続
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

以
下
に
三
ツ
蔵
と
所
蔵
資
料
に
関
わ
る
活
動

の
経
過
を
記
す
。
活
動
し
た
機
関
、
団
体
、
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
延
べ
参
加
人
数
は
以
下
の

と
お
り
。

呉
市
入
船
山
記
念
館
、
呉
市
社
会
教
育
課
、

呉
市
史
編
さ
ん
室
、
広
島
大
学
日
本
史
研

究
室
、
広
島
女
子
大
学
、
呉
高
専
、
近
隣

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
県
立
文
書
館
、
参
加
人

員
延
べ
九
○
名

３
・
29
〜
31

本
蔵
所
蔵
の
書
物
を
移
動
。
三

ツ
蔵
資
料
の
移
動
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
。

３
・
31

震
災
史
料
ネ
ッ
ト
、
山
陰
史
料
ネ
ッ

ト
、
愛
媛
史
料
ネ
ッ
ト
な
ど
被
災
状
況
調
査
。

４
・
２
、
４
　
三
ツ
蔵
内
資
料
の
現
状
記
録
。

本
蔵
整
理
（
写
真
③
参
照
）。

４
・
５
　
広
大
文
化
財
学
科
三
浦
教
授
、
三
ツ

蔵
被
災
状
況
視
察
。
倒
壊
の
可
能
性
等
に
つ
い

て
助
言
。

４
・
15

広
大
日
本
史
研
究
室
教
官
学
生
他
、

被
災
状
況
視
察
。
文
化
財
学
科
三
浦
教
授
、
修

復
保
存
等
に
つ
い
て
助
言
。

４
・
19

三
ツ
蔵
現
状
記
録
、
三
ツ
蔵
前
室
清

掃
、
三
角
蔵
シ
ー
ト
か
け
。

４
・
22

消
防
団
、
三
ツ
蔵
シ
ー
ト
か
け
。

４
・
26

三
ツ
蔵
内
の
新
聞
資
料
移
動
準
備
。

４
・
29

新
聞
資
料
、
古
文
書
、
書
簡
類
の
現

状
記
録
と
移
動
（
写
真
④
参
照
）。

５
・
８
　
市
史
編
さ
ん
室
、
状
況
調
査
。

５
・
12
、
19
、
26

三
ツ
蔵
内
新
聞
資
料
の
現

状
記
録
と
本
蔵
へ
の
搬
出
移
動
。

写真②　外壁が落ち、ひびが入
った三ツ蔵。

５
・
22

蔵
内
雨
漏
り
調
査
。

５
・
23

京
都
造
形
芸
術
大
学
被
災
状
況
調
査
。

５
・
31

三
ツ
蔵
資
料
の
現
状
記
録
、
補
足
。

現
在
、
三
ツ
蔵
内
の
現
状
記
録
と
資
料
の
移

動
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。
前
座
敷
の
畳
や
古

い
家
具
、
御
輿
な
ど
の
民
俗
資
料
、
戦
後
の
新

聞
資
料
等
は
現
状
記
録
を
と
っ
た
あ
と
、
三
ツ

蔵
内
に
保
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
も
蔵

の
本
格
的
な
調
査
や
修
復
作
業
が
始
ま
る
前
に

移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
専
門
家
に
よ
り
蔵
の
被
災
状
況
や

劣
化
の
度
合
い
を
詳
し
く
調
査
し
、
文
化
財
保

護
行
政
と
所
蔵
者
と
の
緊
密
な
連
携
を
軸
に
、

長
期
的
恒
久
的
な
修
復
保
存
計
画
を
た
て
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

写真①　三ツ蔵と本蔵の間は瓦
が崩落した。

写真③　本蔵の図書・雑誌を移動する広大
日本史研究室教官と大学院生。

写真④　大阪朝日新聞三ヶ月分を移動する
広大大学院生。編綴され運び易い
がかなりの重量。

澤
原
家
、
三
ツ
蔵
の
資
料
移
動
、
現
状
記
録

作
業
を
通
じ
て
気
づ
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か
あ

げ
た
い
。

◇
現
状
記
録
の
方
法
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
三
ツ
蔵
所
蔵
の
資
料
は
、
本
格

芸
予
地
震
と
澤
原
家
三
ツ
蔵
資
料
�

み
す
み
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的
調
査
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
震
災
と
い
う
突
発

的
事
態
に
よ
り
、
少
な
い
時
間
で
「
現
状
記
録
」

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
下
蔵
・
中
蔵
の
モ
ノ

資
料
に
つ
い
て
は
、
呉
市
入
船
山
記
念
館
、
呉

市
史
編
纂
室
が
行
い
、
上
蔵
の
新
聞
資
料
等
に

つ
い
て
は
、
県
立
文
書
館
、
広
島
大
学
日
本
史

研
究
室
が
行
っ
た
。
上
蔵
に
つ
い
て
は
、「
何

が
、
ど
こ
に
あ
っ
た
か
」
を
、
列
番
号
、
棚
番

号
を
配
し
て
簡
潔
に
記
録
し
、
現
秩
序
の
記
録

は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
最
大
限
利
用
し
た
。
ま

た
、「
平
等
取
扱
」
と
「
原
形
保
存
」
の
諸
原

則
に
も
留
意
し
た
が
、
括
っ
て
い
る
紐
が
切
れ

か
け
た
も
の
や
、
す
で
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

い
る
資
料
も
多
く
、
資
料
移
動
の
た
め
に
も
、

一
部
新
聞
資
料
は
新
た
に
紐
を
か
け
整
理
し

た
。
古
文
書
や
書
簡
類
の
ま
と
ま
り
は
、
そ
の

秩
序
や
原
形
を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
た
め
、
記

録
後
、
箱
を
準
備
し
て
秩
序
を
変
え
な
い
よ
う

収
め
た
。
新
聞
の
チ
ラ
シ
や
号
外
は
記
録
し
て

別
置
し
た
。

◇
作
業
上
の
問
題
点

震
災
に
よ
り
蔵
の
壁
面
か
ら
多
量
の
砂
塵
が

落
下
し
て
資
料
を
覆
い
、
作
業
は
困
難
で
あ
っ

た
。
砂
塵
が
細
か
い
パ
ウ
ダ
ー
状
な
の
で
、
使

い
捨
て
マ
ス
ク
で
は
防
げ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
穴
か

ら
体
内
に
進
入
し
、
ま
た
、
掃
除
機
も
細
か
い

砂
粒
が
つ
ま
っ
て
し
ば
し
ば
使
用
不
能
に
な
っ

た
。
蔵
の
作
業
で
は
、
大
量
の
雑
巾
等
で
砂
塵

を
ふ
き
取
る
作
業
や
、
細
か
な
砂
塵
に
対
応
で

き
る
掃
除
機
を
準
備
す
る
な
ど
、
体
内
へ
の
砂

塵
流
入
防
止
を
も
っ
と
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た

（
写
真
⑤
参
照
）。

◇
上
蔵
の
新
聞
資
料
に
つ
い
て

明
治
期
以
降
戦
前
期
ま
で
の
新
聞
は
澤
原
家

別
宅
の
春
煕
園
内
鉄
筋
の
私
設
図
書
館
「
華
陽

洞
」
お
よ
び
主
屋
内
の
新
聞
部
屋
の
な
か
に
あ

り
、
柿
渋
塗
り
の
表
紙
に
「
華
陽
洞
」
の
署
名

が
大
書
さ
れ
、
三
ヶ
月
ご
と
に
丁
寧
に
編
綴
さ

れ
保
管
さ
れ
て
い
た
（
だ
よ
り
一
七
号
参
照
）。

戦
後
別
宅
は
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
、
新
聞
資
料

や
大
量
の
図
書
類
は
本
蔵
と
三
ツ
蔵
へ
移
動
さ

れ
た
。
敗
戦
直
前
か
ら
昭
和
四
十
年
代
ま
で
の

新
聞
類
が
蔵
内
に
残
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら

は
、
編
綴
さ
れ
ず
、
一
ヶ
月
ご
と
に
、
紐
で
括

る
か
束
に
し
て
置
か
れ
て
い
た
。
全
国
紙
（
朝

刊
、
夕
刊
）
は
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
地
方
紙

は
芸
備
、
太
陽
、
中
国
日
報
、
呉
、
呉
日
報
、

呉
毎
日
、
夕
刊
ひ
ろ
し
ま
、
中
国
な
ど
で
あ
る
。

別
の
用
途
に
紙
と
し
て
使
用
す
る
場
合
、
読
売

新
聞
だ
け
が
許
さ
れ
た
と
照
子
氏
は
い
う
。
こ

れ
ら
の
新
聞
は
戦
前
期
同
様
廃
棄
さ
れ
ず
、
上

蔵
の
な
か
に
保
管
さ
れ
つ
づ
け
た
。

◇
文
化
財
保
護
と
災
害
復
旧

震
災
時
に
文
化
財
的
な
価
値
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
観
念
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
。
人

命
第
一
で
あ
り
、文
化
財
は
二
の
次
と
さ
れ
る
。

と
く
に
今
回
の
地
震
の
よ
う
に
、
急
傾
斜
地
の

石
垣
に
被
害
が
集
中
し
、
修
復
復
旧
が
手
間
取

る
場
合
、
文
化
財
や
資
料
保
護
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
が
所
蔵
者
に
と
っ
て
後
ろ
め
た
い
観

念
を
多
少
生
む
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

澤
原
照
子
氏
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

「
空
襲
で
焼
け
な
か
っ
た
か
ら
、
い
ま
こ
れ
ほ

ど
苦
労
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
い
っ
そ

焼
け
て
い
た
ら
、
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
気
持
ち
が
楽
だ
っ
た
か
し
ら
と
」。

「
数
年
前
に
三
ツ
蔵
は
倒
そ
う
と
思
っ
て
ま
し

た
。
あ
の
時
倒
し
て
た
ら
今
の
心
の
負
担
は
な

い
で
し
ょ
う
ね
」。

所
蔵
者
は
震
災
に
よ
り
地
域
全
体
が
負
う
傷

や
感
情
を
最
優
先
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
中
で
、
蔵
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
を
ど
れ
ほ
ど
負
担
に
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
う
え
で
、
わ
れ
わ
れ
に
理
解
を
示
さ

れ
た
。

今
回
、
早
急
に
対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
三
ツ

蔵
は
取
り
壊
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
の

一
部
も
廃
棄
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
取

り
壊
し
自
体
は
、
所
蔵
者
か
ら
み
れ
ば
、
近
隣

地
域
に
対
す
る
当
然
の
対
応
で
あ
っ
て
、
何
等

責
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
回
の
資
料
救

済
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
理
由
は
、
第
一
に
所

蔵
者
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
所
蔵
者

の
意
向
に
配
慮
し
つ
つ
、
日
々
連
絡
を
と
り
続

け
、
文
化
財
や
資
料
の
安
全
だ
け
で
な
く
、
邸

宅
全
体
の
安
全
や
被
害
、
周
囲
の
感
情
に
も
留

意
し
て
、
所
蔵
者
と
の
信
頼
関
係
を
保
ち
続
け

た
存
在
（
入
船
山
記
念
館
、
宮
原
氏
）
が
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
人
命
優
先
の
な
か
で
、
未

指
定
文
化
財
や
資
料
の
保
全
に
も
即
時
に
対
応

し
、
所
蔵
者
と
の
信
頼
関
係
と
周
囲
の
被
害
状

況
や
被
害
感
情
へ
の
配
慮
を
保
っ
て
迅
速
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
付
か
さ
れ
る
。

（
数
野
文
明
）

写真⑤　マスクは二重にして作業をした。
現状記録をとる広大大学院生

写真⑥　戦後の新聞や書翰、古文書、雑
誌が棚下に散在

写真⑦　新聞資料や古文書を移動した
あとの三ツ蔵内部

ひ
も

し
ゆ
ん
き
え
ん
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三
月
二
十
四
日
の
芸
予
地
震
を
機
に
、「
広

島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
広
島
史
料
ネ

ッ
ト
）
が
発
足
し
た
。
被
災
文
化
財
を
救
出
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。

阪
神
大
震
災
や
鳥
取
県
西
部
地
震
で
は
、
歴

史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
山
陰
史
料
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
、
被
災
資
料
の
救
出
活
動
を
行
い
、
災

害
時
に
お
け
る
資
料
救
出
へ
の
関
心
が
た
か
ま

っ
た
。
広
島
県
で
も
、
一
昨
年
六
月
末
の
集
中

豪
雨
の
た
め
倒
壊
し
た
佐
伯
郡
大
柿
町
宝
持
寺

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
資
料
救
出
活
動
が
行

わ
れ
た
（『
文
書
館
だ
よ
り
』
一
五
号
参
照
）。

そ
し
て
、
今
回
の
芸
予
地
震
で
は
、
別
記
し
た

よ
う
に
呉
市
・
澤
原
家
で
、
資
料
の
移
動
と
そ

の
現
状
記
録
の
た
め
延
べ
九
〇
名
に
及
ぶ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
島
史
料
ネ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
踏

ま
え
、
災
害
時
の
資
料
救
出
に
あ
た
る
組
織
が

必
要
と
の
認
識
か
ら
、
三
月
三
十
一
日
以
来
数

次
の
関
係
者
に
よ
る
会
合
の
結
果
、
五
月
二
十

一
日
に
発
足
し
た
。
下
は
そ
の
場
で
発
表
し
た

参
加
・
協
力
の
呼
び
か
け
文
で
あ
る
。

救
出
活
動
に
ご
協
力
、
ご
支
援
い
た
だ
け
る

方
に
は
ぜ
ひ
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
今
回
の
芸
予
地
震
に
と
ど
ま
ら
ず
、
火

災
や
水
害
な
ど
で
歴
史
資
料
が
危
機
に
瀕
し
た

場
合
、
広
島
史
料
ネ
ッ
ト
事
務
局
も
し
く
は
、

広
島
県
立
文
書
館
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

（
西
村
　
晃
）

去る３月24日の芸予地震による被害は、徐々に明

らかになりつつありますが、なお全貌は定かではあ

りません。被災された方々には、謹んでお見舞い申

し上げますとともに、一日も早い回復と復旧をお祈

り申し上げます。

さて、今回の地震によって損壊した家屋の解体や

修理などにともない、古文書をはじめとする歴史資

料が失われていく危険性がきわめて高い状況にあり

ます。特に、これから梅雨を迎える時期に当たり、

これまで見過ごされてきたような損傷が大きな被害

に拡大する可能性も非常に高いと考えられます。周

知の文化財はもとより、これまでその存在すら知ら

れずひっそりと伝えられてきた歴史資料の数々は、

地域共通の財産であり、その地域固有の特質・歴

史・文化を物語る得難い情報源であり、現在を生き

る我々にはそれらを次の世代に継承していく責任が

あると考えられます。

このたび、以上のような歴史資料の危機的状況を

踏まえ、可能な限り歴史資料の救出を図るため、広

島歴史資料ネットワーク（略称：広島史料ネット）

を立ち上げることにいたしました。地震にともなう

歴史資料の救出活動は、すでに阪神大震災や鳥取県

西部地震において、関西の歴史学研究者などによっ

て構成される歴史資料ネットワーク（史料ネット）

を中心に進められてきており、今回の芸予地震にお

いても、すでに愛媛県・山口県に史料ネットが形成

されています。広島史料ネットは、これらの周辺地

域のネットワークとも連絡を取り合いながら、情報

収集と救出活動に取り組みたいと考えております。

できるだけ多くの方々に、ご参加・ご協力をいただ

きたく存じます。

私たちが情報収集と救出の対象と考えている歴史

資料としては、以下のようなものがあります。

①古文書（江戸時代以前に、崩した文字で和紙に書

いたものなど）

②古い本（和紙に書かれて冊子にしてあるものなど）

③明治・大正・昭和の記録（手紙や日記など）・新

聞・雑誌・パンフ・チラシ・広告・写真・絵

④農具・機織り・養蚕の道具・古い着物など物づく

りや生活のための道具

⑤その他、木造建築物や石造物など文化財一般

このような歴史資料の被災に関する情報がござい

ましたら、下記の連絡先までご連絡下さい。

２００１年５月21日

広島歴史資料ネットワーク
代表幹事 久保隆史（久保清風堂）

幹　事　伊藤　実（広島県立歴史民俗資料館）

幹　事　西村　晃（広島県立文書館）

幹　事　勝部眞人（広島大学）

事務局　長谷川博史（広島大学）

【連絡先】

広島歴史資料ネットワーク（略称：広島史料ネット）

〒739－8522 東広島市鏡山1－2－3

広島大学大学院文学研究科日本史学研究室内

Tel/Fax 0824－24－6643

E-mail  hhase＠hiroshima-u.ac.jp

◎広島史料ネットへご参加いただける方は、

①氏名（団体名）

②住所

③電話番号

④ＦＡＸ番号

⑤Ｅメールアドレス

を明記し（④・⑤については、無ければ「なし」と

ご記入下さい）はがき・ファックス・Ｅメール等に
て上記へご連絡下さい。

「広島歴史資料ネットワーク」への参加・協力の呼びかけ

広
島
史
料
ネ
ッ
ト
の
発
足
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「
あ
の
と
き
、
お
と
う
さ
ん
は
お
ひ
な
さ
ま

も
な
に
も
か
も
み
ん
な
も
や
し
て
し
ま
っ
た

の
。」

ヒ
ル
ダ
さ
ん
は
、
綺
麗
に
飾
ら
れ
た

雛
壇
を
見
上
げ
な
が
ら
、
眼
を
潤
ま
せ
て
呟
き

ま
し
た
。彼
女
の
幼
か
っ
た
頃
か
ら
の
万
感
が
、

こ
の
一
言
に
込
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
。三

月
三
日
、
彼
女
は
初
め
て
祖
父
の
生
家
を

訪
ね
、
墳
墓
の
地
を
守
り
継
い
だ
四
世
代
同
居

の
大
家
族
と
の
対
面
を
果
た
し
た
ば
か
り
。
九

五
才
の
矍
鑠
と
し
た
老
女
が
語
る
祖
父
や
生
家

に
纏
わ
る
幾
多
の
想
い
出
話
と
瀬
戸
内
の
幸
い

っ
ぱ
い
の
歓
待
の
宴
の
興
奮
い
ま
だ
醒
め
や
ら

ず
と
い
う
時
の
こ
と
で
す
。
厳
島
を
一
望
に
す

る
裏
山
の
墓
所
で
、
夫
の
ロ
イ
さ
ん
に
寄
り
添

っ
て
合
掌
す
る
姿
は
や
は
り
大
和
撫
子
で
す
。

も
う
す
っ
か
り
こ
の
家
族
に
融
け
こ
ん
で
お
り

ま
し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
感
激
の
対
面
を
仕
掛
け
た
の

は
、
カ
ナ
ダ
に
居
を
移
し
て
い
る
三
〇
年
来
の

親
友
か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
一
月
半
ば
の
こ
と

で
す
。
曰
く
「
親
し
く
し
て
い
る
ハ
ワ
イ
の
日

系
夫
婦
が
先
祖
を
探
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦

中
に
日
本
語
の
書
類
な
ど
は
全
て
失
っ
て
お

り
、
祖
父
母
の
姓
名
と
広
島
県
佐
伯
郡
出
身
と

だ
け
し
か
憶
え
て
い
な
い
。
祖
父
の
生
家
を
探

す
手
立
て
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
。
区
役
所
の

戸
籍
係
、
県
庁
国
際
交
流
課
へ
問
い
合
せ
て
県

立
文
書
館
を
紹
介
さ
れ
、
こ
こ
で
渡
航
者
の
海

外
旅
券
下
付
表
か
ら
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
筈

だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
毎
週
木
曜
の
午
後
、
静
寂
な
空
間

で
若
い
助
っ
人
と
一
緒
に
「
日
本
人
民
布
哇
国

出
稼
一
件
　
出
稼
人
名
簿
之
部
」
明
治
十
八
年

か
ら
頁
を
捲
り
ま
し
た
。
そ
し
て
二
月
上
旬
、

約
定
書
番
号
、
姓
名
、
住
所
、
年
齢
な
ど
を
記

載
し
た
わ
ず
か
一
行
の
情
報
を
得
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
布
哇
へ
の
移
民
を
官
約
移
民
と

称
し
て
お
り
ま
す
。
日
布
渡
航
条
約
（
日
本
帝

国
と
布
哇
王
国
で
締
結
）
に
よ
り
布
哇
の
甘
蔗

耕
地
で
三
年
間
農
業
に
従
事
し
て
帰
国
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五

）

か
ら
一
〇
年
間
に
二
六
回
、
合
計
二
万
九
〇
八

四
名
（
広
島
県
人
一
万
一
四
二
二
名
）
が
渡
航

し
ま
し
た
。
な
か
で
も
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九

一

）
は
回
数
（
第
一
五
〜
二
○
回
）、
人
数

（
六
七
二
三
名
、
う
ち
広
島
県
一
九
四
一
名
、

佐
伯
郡
五
七
一
名
）
と
も
に
最
も
多
い
年
で
し

た
。
第
一
八
回
に
は
一
四
八
八
名
が
五
月
十
七

日
横
浜
を
出
航
し
、
五
月
二
十
九
日
布
哇
へ
入

港
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ヒ
ル
ダ
さ
ん
の
祖

父
は
、
契
約
満
了
後
も
布
哇
へ
残
留
し
た
同
期

の
七
五
五
名
の
一
人
で
し
た
。以
来
百
有
七
年
、

幾
多
の
辛
労
を
克
服
し
て
三
世
の
ヒ
ル
ダ
さ
ん

と
兄
た
ち
、
夫
の
二
世
の
ロ
イ
さ
ん
と
も
ど
も

日
系
市
民
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

こ
ん
な
に
も
速
く
し
か
も
理
想
的
な
型
で
、

ヒ
ル
ダ
さ
ん
の
夢
を
叶
え
る
一
助
た
り
得
た
こ

と
は
私
に
は
と
て
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
彼

女
は
帰
米
に
際
し
て
、
祖
父
の
除
籍
謄
本
の
取

得
を
一
族
の
長
老
へ
委
任
し
ま
し
た
。
し
か
し

委
任
状
に
定
め
ら
れ
た
書
類
を
提
出
し
た
ら
さ

ら
に
書
類
の
追
加
を
要
求
さ
れ
、
ま
だ
取
得
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
筈

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
稀
有
な
例
な
の

か
自
治
体
に
よ
っ
て
手
続
き
や
公
文
書
の
保
存

管
理
の
状
況
に
差
が
あ
る
の
は
少
し
意
外
で
し

た
。こ

れ
か
ら
も
ロ
イ
さ
ん
の
父
の
生
家
と
さ
ら

に
夫
妻
の
母
方
の
そ
れ
も
探
し
に
文
書
館
通
い

が
続
き
そ
う
で
す
。

桑
原
家
文
書
（
寄
託
）

沼
田
郡
南
下
安
村
の
同
家
は
、
郡
中
御
普
請
掛

り
御
用
聞
大
工
を
勤
め
、
代
々
同
郡
の
定
用
水
に

関
す
る
諸
普
請
引
受
方
に
携
わ
っ
た
。
卯
之
助
貞

紀
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八

）
に
八
木
用
水
を
開
鑿

し
た
。
寄
託
さ
れ
た
文
書
は
八
木
用
水
な
ど
の
定

用
水
に
関
す
る
文
書
な
ど
八
〇
点
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
一

）

吉
本
家
文
書
（
寄
託
）

沼
田
郡
緑
井
村
の
同
家
は
江
戸
時
代
か
ら
の
地

主
で
、
同
村
組
頭
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
。
吉
本

修
三
は
緑
井
村
の
村
長
を
勤
め
た
。
文
書
は
、
近

世
の
緑
井
村
文
書
、
明
治
の
収
入
役
・
助
役
文
書

な
ど
二
六
四
点
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
二

）

広
島
信
用
金
庫
五
十
年
史
資
料
（
寄
託
）

『
広
島
信
用
金
庫
五
十
年
史
』
編
纂
に
際
し
て

収
集
・
作
成
さ
れ
た
資
料
五
三
五
点
。
社
内
の
通

達
文
書
や
執
筆
資
料
、
前
身
信
用
組
合
資
料
、
写

真
、
録
音
テ
ー
プ
な
ど
。（

請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
三

）

青
木
茂
氏
旧
蔵
文
書
（
寄
贈
）

青
木
茂
（
一
八
九
八

〜
一
九
八
四

）
が
旧
版
『
尾
道
市

史
』
や
『
新
修
尾
道
市
史
』
等
を
編
纂
す
る
過
程

で
収
集
し
た
尾
道
関
係
の
古
文
書
一
七
五
一
点
。

死
後
、
図
書
類
と
と
も
に
岡
山
県
・
金
光
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
広
島
関
係
が
多
い
た
め
、
当

館
に
寄
贈
さ
れ
た
。「
十
四
日
町
年
誌
」
な
ど
江

戸
時
代
の
尾
道
町
政
、
商
家
経
営
、
頼
母
子
講
に

関
す
る
文
書
な
ど
が
あ
る
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
四

）

諏
訪
家
文
書
（
寄
贈
）

同
家
は
広
島
藩
士
。
最
高
禄
高
は
三
〇
〇
石
。

文
書
は
諏
訪
家
系
譜
や
知
行
判
物
な
ど
二
一
点
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
五

）

平
成
十
二
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書

【
閲
覧
室
か
ら
】�

移
民
の
ル
ー
ツ
を
探
す
�

林
　
　
和
也
�

き
れ
い

ひ
な
だ
ん

つ
ぶ
や

か
く
し
や
く

ま
つ

う
た
げ

さ
ち

さ

や
ま
と
な
で
し
こ

い
わ

ハ
ワ
イ

で
か
せ
ぎ

や
く
じ
よ
う
し
よ

に
つ
ぷ

か
ん
し
や

か
な

け
　
う

海外旅券下付表は外交史
料館に原本があり、当館
は広島県分を複製で所蔵
しています。�

み
な
み
し
も
や
す

み
ど
り
い

め
く

と
　
よ
　
ひ
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並
滝
寺
文
書
（
寄
託
）

同
寺
は
賀
茂
郡
志
和
東
村
（
東
広
島
市
）
の
真

言
宗
寺
院
。
庫
裏
の
襖
の
下
張
り
文
書
（
東
広
島

市
郷
土
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
整
理
）。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
六

）

木
原
家
文
書
（
寄
託
）

同
家
は
、
安
芸
国
高
屋
保
を
本
拠
と
し
て
活
躍

し
た
国
人
領
主
平
賀
氏
の
分
家
に
あ
た
る
。
江
戸

時
代
初
め
か
ら
、
賀
茂
郡
白
市
で
酒
造
業
・
両
替

商
・
塩
田
（
賀
茂
郡
仁
方
な
ど
）
等
を
営
む
豪
商

で
あ
っ
た
。
ま
た
白
市
の
町
年
寄
も
勤
め
て
い
る
。

木
原
家
住
宅
は
一
九
六
八
年
に
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
文
書
は
、
町
年
寄
文
書
の
ほ
か
、

経
営
文
書
、
大
阪
毎
日
新
聞
、
和
書
な
ど
総
点
数

は
八
二
三
一
点
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
七

）

近
藤
家
文
書
（
寄
託
）

本
家
と
分
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
が
一
体
と
な

り
、
全
点
数
は
六
一
九
九
点
。
本
家
は
、
歴
代
居

村
の
賀
茂
郡
冠
村
（
東
広
島
市
志
和
町
）
の
ほ
か

近
隣
の
庄
屋
を
勤
め
、
分
家
も
近
隣
の
庄
屋
の
ほ

か
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五

）
に
は
賀
茂
郡
割
庄
屋

格
と
な
っ
て
い
る
。
文
書
は
庄
屋
文
書
の
ほ
か
、

幕
末
の
農
兵
隊
、
神
機
隊
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
八

）

松
田
信
隆
氏
収
集
文
書
（
寄
託
）

東
条
内
閣
の
大
蔵
大
臣
な
ど
を
務
め
た
賀
屋
興

宣
の
歌
集
や
、
興
宣
及
び
そ
の
家
族
へ
宛
て
た
葉

書
な
ど
一
七
点
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
〇
九

）

飯
田
米
秋
資
料
（
寄
託
）

飯
田
米
秋
（
一
九
一
九

〜
二
〇
〇
〇

）
は
東
広
島
市
八

本
松
町
の
郷
土
史
家
。
資
料
は
段
ボ
ー
ル
三
三
箱

に
及
び
、
若
干
の
古
文
書
の
ほ
か
、
研
究
用
に
収

集
し
た
コ
ピ
ー
類
・
プ
リ
ン
ト
類
・
写
真
が
多

い
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
一
〇

）

村
上
弌
資
料
（
寄
贈
）

県
立
の
旧
制
中
学
・
新
制
高
校
の
教
師
を
勤
め

た
村
上
弌
（
一
九
〇
八

〜
二
〇
〇
〇

）
が
収
集
し
た
資
料

二
八
八
五
点
。
学
校
運
営
・
学
校
教
育
・
同
和
教

育
な
ど
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
一
一

）

豊
町
所
蔵
文
書
（
寄
託
）

「
御
手
洗
測
量
之
図
」
一
点
。
文
化
三
年
（
一
八

〇
六

）
三
月
、
伊
能
忠
敬
一
行
が
豊
田
郡
御
手
洗

（
豊
田
郡
豊
町
）
を
測
量
し
た
と
き
の
風
景
を
描

い
た
も
の
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
一
二

）

山
田
迪
孝
資
料
（
寄
贈
）

全
三
〇
〇
九
点
。
山
田
迪
孝
（
一
九
二
〇

〜
九
八

）

は
県
庁
職
員
で
、
詩
人
。
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
、
戦
後
の
雑
誌
・
詩
誌
文

献
が
中
心
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
一
三

）

岡
田
家
文
書
（
寄
贈
）

寄
贈
者
の
岡
田
咲
子
氏
の
父
親
喜
一
収
集
の
山

陽
地
方
の
記
念
絵
葉
書
・
ス
タ
ン
プ
。
ま
た
、
喜

一
の
弟
た
ち
は
従
軍
し
、
戦
死
な
ど
し
て
い
る
。

そ
の
遺
品
な
ど
を
含
め
全
四
六
点
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
一
四

）

山
県
東
中
部
部
落
解
放
研
究
協
議
会
収
集
資
料

（
寄
贈
）

同
会
は
、
山
県
郡
東
中
部
（
大
朝
・
豊
平
・
千

代
田
町
）
を
中
心
に
被
差
別
部
落
の
歴
史
を
調

査
・
研
究
す
る
た
め
、
一
九
八
四
年
に
組
織
さ
れ
、

こ
の
ほ
ど
解
散
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
三
町

及
び
近
隣
町
村
で
収
集
し
た
部
落
史
関
係
資
料
の

複
写
物
（
コ
ピ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
）
や
聞
き
取
り
調

査
の
録
音
テ
ー
プ
、
展
示
で
使
用
し
た
資
料
レ
プ

リ
カ
な
ど
。

（
請
求
記
号
　
二
〇
〇
〇
一
五

）

以
上
の
ほ
か
、
上
原
村
文
書
（
九
〇
〇
八

）
と
石

踊
一
則
氏
収
集
文
書
（
八
九
一
四

）
の
追
加
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

４
月
25
日
　
広
島
県
市
町
村
公
文
書
等
保
存
活
用

連
絡
協
議
会
（
広
文
協
）
準
備
会
に

つ
き
広
島
市
公
文
書
館
を
皮
切
り

に
、
二
二
の
市
町
村
を
訪
問
、
協
議

５
月
15
日
　
文
書
調
査
員
会
議

６
月
17
日
　
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

７
月
24
日
　
行
政
文
書
を
県
庁
書
庫
よ
り
搬
入

７
月
27
日
　
続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

７
月
31
日
　
「
広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
第
16

号
刊
行

９
月
１
日
　
収
蔵
文
書
紹
介
コ
ー
ナ
ー
「
深
安
郡

山
野
村
に
お
け
る
経
済
更
生
運
動
」

開
始

６
日
　
安
田
女
子
大
学
古
文
書
学
実
習

10
月
19
日

町
村
会
理
事
会
で
広
文
協
組
織
化
に

つ
き
説
明

23
日

平
成
12
年
度
収
蔵
文
書
展
「
賀
屋
家

の
人
々
〜
明
・
忠
恕
・
鎌
子
・
興
宣

〜
賀
屋
家
文
書
展
」
開
始
（
〜
12
月

22
日
）

11
月
20
日

行
政
文
書
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会

開
催

12
月
９
日

文
書
館
講
演
会
、
西
村
晃
「
賀
屋
家

の
人
々
〜
明
治
の
女
性
賀
屋
鎌
子
」

１
月
１
日

「
広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
第
17

号
刊
行

１
月
17
日

収
蔵
文
書
紹
介
コ
ー
ナ
ー
「
現
代
詩

人
山
田
廸
孝
収
集
の
県
内
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト「
昭
和
30
年
代
を
中
心
に
」

開
始

３
月
27
日

広
文
協
の
設
立
に
つ
き
、
各
市
町
村

長
、
教
育
長
に
依
頼

29
日
　
呉
市
澤
原
家
被
災
史
料
救
出
活
動
開

始

30
日

「
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
」
第
６
号

刊
行

31
日
　
芸
予
地
震
被
災
史
料
ネ
ッ
ト
協
議
会

（
於
県
立
文
書
館
会
議
室
）

平
成
十
二
年
度
の
主
な
で
き
ご
と

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り

第
十
八
号

平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年
七
月
三
十
日
発
行

編
集
発
行

広
島
県
立
文
書
館

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電
　
　
話

○
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一

印
　
　
刷

レ
タ
ー
プ
レ
ス
株
式
会
社

利
用
案
内

■
開
館
時
間

＊
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時

＊
土
曜
日
　
　
　
９
時
〜
12
時

■
休
館
日

＊
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日

＊
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

■
交
　
　
通

＊
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
よ
り
バ
ス
（
広
島
港
行

き
）
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
経
由

宇
品
行
き
）
い
ず
れ
も
広
電
本
社
前

下
車
約
五
〇
〇
ｍ
、
広
島
県
情
報
プ

ラ
ザ
２
Ｆ

し
　
わ
　
ひ
　
が
　
し

な
み
た
き
じ

く

り

た

か

や

ほし
ら
い
ち

に

が

た

か
む
り

し
ん
き
た
い

お

き

の

り

よ
ね
あ
き

は
じ
め

み
　
た
　
ら
　
い

ゆ
た
か

み
ち
た
か

お
お
あ
さ

と
よ
ひ
ら

ち

よ

だ


